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こころをひとつに全力演舞！
【表紙】甲佐小学校運動会
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全
力
で
楽
し
む

　
　
　
最
高
の
運
動
会

　

10
月
15
日
（
土
）
雲
ひ
と

つ
な
い
秋
晴
れ
の
下
、
町
内

の
４
つ
の
小
学
校
で
運
動
会

が
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出

し
切
る
べ
く
、
全
力
で
競
技

に
臨
み
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
今
年
も
午
前
中
の

み
の
開
催
。
工
夫
を
凝
ら
し

た
応
援
合
戦
や
団
体
表
現
な

ど
、
児
童
の
精
一
杯
の
頑
張

り
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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１_ 復活のボシドラ　２、５_ 親子でいっしょに技巧走　３_ 勝負はいかに⁉　４_ 力
を合わせた組体操　６_ 気合十分「白旗ソーラン」　７_ 白団いくぞー！　８_ 休憩の
一コマ　９、18_ １位で喜ぶ徒競走　10_ パパと一緒にピース　11、19_ 仮装を楽しむ
技巧走　12_ 全力でつなぐリレー　13_ 団長による選手宣誓　14_ 息ピッタリのフラッ
グ表現　15、21_ 応援団による演舞　16_ みんなで仲良くダンス　17_ 運動会を盛り上
げる放送係　20_ 息を合わせて心をひとつに「台風の目」
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甲佐の秋を楽しむ

第10回甲佐蚤の市が開催
　10月２日（日）第10回甲佐蚤の市が開催されました。コロナ禍で３年ぶりの開催と

なった甲佐の秋の風物詩を町内外から訪れた多くの人が堪能しました。

　商店街に並んだ100を超えるテントブースには、店主自慢のアンティーク雑貨や色とり

どりのハンドメイド商品が並びました。合間には、ロンドンバスやさまざまな楽器を演

奏する音楽隊、街角ピアノも登場し大いに盛り上がりをみせました。
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１_ 楽器を演奏しながら、商店街を歩く音楽
隊２、11_ 店主自慢のアンティーク雑貨が並
ぶ　３_ 設置された街角ピアノを弾く子ども
たち　４、５、６_ 店主と会話を楽しむ来場
者の皆さん　７、８_ にぎわう商店街　９_
子ども店主も登場　10_ 駄菓子屋さんで盛り
上げようと参加する甲佐高校あゆみ学舎の
生徒たち　12_ ロンドンバスで町内巡りに出
発する来場者の皆さん

　　　　初めてロンドンバスに乗りました。

　　　　　とても風が気持ち良く、道行く皆

　さんが笑顔で手を振ってくれて嬉しかった

　です。またこの町に来たいです。

ロンドンバス楽しい！

7

89

101112

江副 花穂さん
（熊本市南区）
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３年ぶりに帰ってきた！

甲佐町産業文化祭が開催決定
今回、実りを喜び文化を楽しむ彩り豊かな秋の祭典「甲佐町産業文化祭」が３年
ぶりに帰ってきます。先着600人に甲佐町特製エコバックをプレゼント！農業祭・
商工祭・文化祭の３つの祭典をお楽しみください。

●お問い合わせ先　　町農政課　 TEL096‐234‐1176

◀
詳
細
は
こ
ち
ら
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
策
関
連
事
業
の
一
環

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
な
ど
に
直
面
す
る

町
民
の
生
活
支
援
と
低
迷
し
た
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
（
利

用
期
限
付
商
品
券
）」
を
配
布
し

ま
す
。

※
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
配
布
対
象
者

　
基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
13

日
）
時
点
で
本
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
町
内
に
住
ん
で
い
て
も
住
民
登

　
録
が
な
い
場
合
は
、
配
布
対
象

　
外
と
な
り
ま
す
。

▼
配
布
内
容

　
町
民
１
人
当
た
り
３
０
０
０
円

（
券
面
金
額
１
０
０
０
円
を
１
人

当
た
り
３
枚
）

▼
配
布
方
法

　
世
帯
主
宛
て
に
各
世
帯
人
数
分

の
「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」

を
郵
送
し
ま
す
。

▼
配
布
開
始
時
期

　
11
月
初
旬
か
ら
配
布
を
開
始
。

※
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
順
次
配
達
と
な

　
る
た
め
、
町
内
全
世
帯
に
行
き

　
渡
る
ま
で
日
に
ち
が
か
か
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
期
間

　
11
月
14
日
（
月
）
〜
令
和
５
年

１
月
11
日
（
水
）

■
チ
ケ
ッ
ト
ご
利
用
の
注
意
点

　「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」

は
、
取
扱
店
と
し
て
登
録
さ
れ
た

店
舗
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
た
ば
こ
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
購
入
、
公
共
料
金
の
支
払
い
、

お
買
物
券
の
購
入
な
ど
に
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
譲
渡
お
よ
び
換
金
、
転

売
は
で
き
ま
せ
ん
。
交
付
さ
れ
た

本
人
ま
た
は
代
理
人
以
外
、
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
い
か
な
る
場

合
で
も
、
同
チ
ケ
ッ
ト
の
再
発
行

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
町
地
域
振
興
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
地
域
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　（
内
線
２
３
２
）

町民に3000円分の商品券配布

「ふるさと応援チケット」

▼

こ
ち
ら
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
は
各
家
庭
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

見　本

i お 知 ら せ
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10
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）
、

15
日
（
土
）
令
和
４
年
度
防
災
士
育

成
講
座
「
こ
う
さ
防
災
塾
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
し
、

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
町
く
ら
し
安
全
推
進
室

が
初
め
て
開
催
。
町
内
各
地
の
自
主

防
災
組
織
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
43
人
が

参
加
し
、
県
危
機
管
理
防
災
課
特
別

顧
問
の
有
浦
隆
さ
ん
な
ど
か
ら
、
地

域
の
災
害
特
性
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

同
防
災
塾
を
主
催
し
た
町
く
ら
し

安
全
推
進
室
の
永
井
恒
一
室
長
は

「
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
災
害
に

強
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　９月21日（水）から９月30日（金）まで

の10日間、秋の全国交通安全運動が行われ

ました。

　本町では、甲佐町交通安全協会と交通指導

員10人が町内各地の交差点で、登校する児

童らが安全に交差点を通行できるよう交通整

理や声掛けを実施。龍野小付近の交差点に

立った交通指導員の池田健吾さん（下横田

区）は、「一人一人の思いやりが交通事故防

止につながります。今後も地域の安全のため

に活動を続けていきたいです」と話しました。

麻生原のキンモクセイが開花

国指定天然記念物「麻生原のキンモクセイ」

防災のリーダーを育成　　

防災士養成講座「こうさ防災塾」

地域の交通安全を見守る

秋の全国交通安全運動

▼満開の花を咲かせた麻生原のキンモクセイ

▲子どもたちの安全のために交通整理を行う池田さん

▼

有
浦
さ
ん
の
説
明
を
聞
く
参
加
者
の
皆
さ
ん

　

９
月
29
日
（
木
）
国
天
然
記
念

物
「
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」

が
満
開
を
迎
え
、
淡
い
黄
色
の
花

が
放
つ
甘
い
香
り
が
、
秋
の
訪
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　

大
き
さ
日
本
一
と
言
わ
れ
る

「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
は
、
昭
和
９

年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
。

麻
生
原
居
屋
敷
観
音
の
境
内
に

茂
っ
た
モ
ク
セ
イ
科
の
一
種
の
ウ

ス
ギ
モ
ク
セ
イ
で
、
樹
齢
７
５
０

年
以
上
、
高
さ
18
㍍
、
幹
回
り
が

３
㍍
。
地
上
か
ら
４
㍍
の
と
こ
ろ

で
３
支
幹
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

開
花
に
合
わ
せ
、
住
民
が
地
元

で
採
れ
た
ク
リ
を
使
っ
た
お
こ
わ

な
ど
を
見
物
客
に
振
る
舞
う
の
が

恒
例
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
今
年
も
接

待
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
平
成
30
年

に
「
麻
生
原
の
キ
ン

モ
ク
セ
イ
」
近
く
に

植
え
ら
れ
た
ク
ロ
ー

ン
苗
木
が
高
さ
１
・

５
㍍
ほ
ど
ま
で
成
長

し
、
初
め
て
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

　

麻
生
原
区
長
の
福

田
欣
一
さ
ん
は
、「
地

域
の
宝
を
こ
れ
か
ら

も
見
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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　９月26日（月）令和４年度100歳到達者（大正

11年４月１日生〜大正12年３月31日生）に祝い

状などが贈呈されました。

　今年度の100歳到達者は、光永トシコさん（谷

内区）、渡邉シズ子さん（上揚区）、桑田トシヱさ

ん（西寒野区）、園田スミエさん（西寒野区）、赤

星ユキヱさん（上豊内区）、赤星信雄さん（岩下

一区）、福田貞女さん（岩下一区）、米原範さん

（岩下二区）、宮邊ミヨシさん（中横田区）、小原

トシコさん（上早川五区）、牛島登美枝さん（世

持区）、井芹春子さん（中山区）、入口モトヱさん

（中早川区）の男性１人と女性12人の計13人（行

政区順）。

　贈呈では、奥名克美町長が各到達者を訪問し、

内閣総理大臣からの祝い状および記念品であ

る銀杯を伝達。町からは、祝い金も贈呈しま

した。

　奥名町長から祝い状を受け取った宮邊ミヨシさ

ん（写真左）は、「皆さんに祝っていただいて、

とても嬉しいです」と話しました。

　９月29日（木）宮内地区防災センターで、

出前講座が行われました。

　町くらし安全推進室の久米修永係長を講師

に迎え、宮内地区社会福祉協議会の18人が

防災について学びました。

　久米係長は、「近年、大規模災害が増えて

います。災害が発生しても落ち着いた行動が

とれるように、事前の準備が大切です」と説

明。参加者は、災害が起きた時のための避難

行動の確認やダンボールベッドの組み立てな

どを体験し、防災の知識を深めました。

地域で支えあう　　　

宮内地区社会福祉協議会役員研修会

▲久米係長の防災に関する説明を聞く参加者の皆さん

100歳おめでとうございます

令和４年度100歳到達者に祝い状などを贈呈

▲奥名町長から祝い状や記念品を受け取った100歳到達者の宮邊ミヨシ
　さん（左）

　

10
月
７
日
（
金
）
乙
女
小
学
校
で

星
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
星
空
の
観
察
を
と
お
し

て
自
然
や
宇
宙
の
神
秘
に
触
れ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
甲
佐
町
青
少
年

健
全
育
成
町
民
会
議
（
奥
名
克
美
会

長
）
と
町
教
育
委
員
会
が
実
施
。
ア

マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
坂
本
敏
博
さ
ん

（
上
田
口
区
）
が
講
師
と
な
り
、
星

空
や
太
陽
系
に
つ
い
て
解
説
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
22
人
は
坂
本
さ
ん

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
天
体
望
遠
鏡

で
月
や
土
星
、
木
星
な
ど
を
観
察
し

ま
し
た
。

　

村
田
心
明
さ
ん
（
龍
野
小
４
年
・

下
横
田
区
）
は
「
土
星
の
輪
っ
か
が

見
え
ま
し
た
。
星
の
こ
と
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

子どもたちが星を観察

乙女小学校で星の観察会を開催

▼

星
の
観
察
を
行
う
参
加
者
と
講
師
の
坂
本
さ
ん
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Information

公
売
会

町税務課　TEL096－234－1112（ 内線113）　 2

■
第
15
回
熊
本
県
南
合
同
公
売
会
を

　

開
催
し
ま
す

　
甲
佐
町
で
は
、
水
俣
市
、
上
天
草
市
、

氷
川
町
、
美
里
町
、
御
船
町
、
嘉
島
町
、

山
都
町
、
津
奈
木
町
、
宇
城
市
と
共
同

で
差
押
財
産
の
公
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
11
月
26
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
～

正
午

▼
開
催
場
所

　
宇
城
市
小
川
防
災
拠
点
セ
ン
タ
ー
　

　（
宇
城
市
小
川
町
江
頭
１
０
０
番
地
）

▼
必
要
な
物

・
購
入
代
金
（
現
金
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
上
履
き

・
身
分
証
明
書
（
免
許
証
な
ど
）

※
未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
の
同
意

　
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
法
人
の
場

　
合
は
代
表
者
印
、
代
理
人
の
場
合
は

　
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し

　
く
は
、
町
税
務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ

　
さ
い
。

■
公
売
会
で
の
注
意
事
項

　
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
ご
不
明
な
点

は
あ
ら
か
じ
め
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
出
品
物
は
、
未
使
用
品
で
あ
っ
て
も

　
全
て
中
古
品
扱
い
と
な
り
、
保
証
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
落
札
後
は
い

　
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
返
品
・
返

　
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
ま
で
に
物
品
名
や
見
積
価
格
の

　
変
更
、
ま
た
は
滞
納
税
の
完
納
な
ど

　
に
よ
り
、
出
品
物
の
公
売
を
中
止
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
出
品
物
を
落
札
さ
れ
た
場
合
、
原
則

　
当
日
の
引
渡
し
と
な
り
ま
す
。
大
型

　
の
出
品
物
に
入
札
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
準
備
を
お
願

　
い
し
ま
す
。
な
お
、
出
品
物
は
、
買

　
受
代
金
納
付
時
の
状
態
で
引
渡
し
ま

　
す
の
で
、
品
質
な
ど
に
関
す
る
不
適

　
合
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※
感
染
症
拡
大
な
ど
に
よ
り
開
催
を
中

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　（
内
線
１
１
３
）

福
祉

町福祉課　TEL096－234－1114（ 内線146）

■�

重
い
障
が
い
の
あ
る
人
に
手
当
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
の
福
祉
の

向
上
を
目
的
に
、
精
神
的
、
物
質
的
な

特
別
の
負
担
の
軽
減
の
一
助
と
し
て
手

当
の
支
給
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
所
得

や
障
が
い
の
程
度
な
ど
詳
し
い
要
件
は

町
福
祉
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
身
体
や
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上

の
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

▼
支
給
額

　
２
万
７
３
０
０
円
／
月

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
身
体
や
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
手
当

▼
支
給
額

　
１
万
４
８
５
０
円
／
月

※
障
害
者
支
援
施
設
や
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
に
入
所
、
病
院
に
入
院

　
（
３
カ
月
以
上
）
な
ど
の
人
は
対
象

　
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
支
給
要
件
な
ど
に

　
つ
い
て
は
下
記
の

　
二
次
元
コ
ー
ド
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
が
急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
に
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
通
報
で
き
、
人
感
セ
ン
サ
ー

を
備
え
た
緊
急
通
報
装
置
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
月
額

５
０
０
円
で
す
。

▼
対
象
者

　
本
町
に
お
住
い
の
65
歳
以
上
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

・
心
臓
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
人
ま
た

　
は
転
倒
の
危
険
性
が
著
し
く
高
い
人

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、
も
し
く
は
同

　
居
人
が
重
度
の
障
が
い
者
ま
た
は
要

　
介
護
者
で
あ
る
人

■
高
齢
者
等
紙
お
む
つ
券
配
布
事
業

　
甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在

宅
で
常
時
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
寝

た
き
り
の
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
障
が
い
児
な
ど
に
紙
お
む

つ
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
手
当
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す

　
る
こ
と

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

・
紙
お
む
つ
券
に
関
す
る
こ
と
　

　
甲
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
９
２
　

差押財産の公売会を
開 催 し ま す

詳 し く は 町 税 務 課 に お 尋 ね く だ さ い
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町からのお知らせ　【11月】

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－１１１3（ 内線１06）

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－１１13（ 内線104）

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
高
額
な

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
「
高
額

療
養
費
制
度
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
払
い
戻
し
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■�

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
同
一
月

（
１
日
か
ら
月
末
ま
で
）
に
か
か
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
、
一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限

度
額
）
を
超
え
た
分
が
後
で
払
い
戻
さ

れ
る
制
度
で
す
。
払
い
戻
し
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
、

　
保
険
外
診
療
は
対
象
外
で
す
。

▼
高
額
療
養
費
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
申

　
請
書

・
医
療
機
関
な
ど
で
発
行
さ
れ
た
医
療

　
費
の
領
収
証
や
支
払
証
明
書
な
ど

・
世
帯
主
名
義
の
預
金
口
座
番
号
な
ど

　
が
分
か
る
も
の

・
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

　
号
）
が
分
か
る
も
の

■�

自
己
負
担
限
度
額
と
は

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
同
じ
世
帯
内

の
国
保
被
保
険
者
や
世
帯
主
の
年
齢
お

よ
び
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
一
部
負
担
金
が
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
限
度
額
超
過
分
を

町
へ
申
請
す
る
こ
と
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
限
度
額
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
住
民
生
活
課
保
険
係
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■�

医
療
費
が
高
額
な
と
き
は
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
事
前

に
分
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
町
が
発

行
す
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
や

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
で
済
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
認
定
証
を
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

■�

収
入
な
ど
が
一
定
基
準
額
以
下
の

年
金
受
給
者
を
支
援
し
ま
す

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準

額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

■
支
援
給
付
金
の
受
給
資
格
対
象
と

　

な
る
要
件

　
受
給
対
象
と
な
る
に
は
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
は
、
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
の
判
定
に
用
い
る

所
得
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
同
一
世
帯
の
全
員
が
町
民
税
非
課
税

　
で
あ
る
こ
と

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所

　
得
額
の
合
計
が
88
万
１
２
０
０
円
以

　
下
で
あ
る
こ
と

▼
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を

　
受
給
し
て
い
る
人

・
前
年
の
所
得
額
が
４
７
２
万
１
０
０
０

　
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
給
付
額
は
扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ

　
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

▼
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を

　
受
給
で
き
る
人

　
受
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
こ
れ
ま
で
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
を
受
給
し
て
い
た
人

　
日
本
年
金
機
構
が
引
き
続
き
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
か
確
認
し
、
支
給

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
給
金
額
が
変
更
と
な
る
人
に
は

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給
金
額

改
定
通
知
書
」
が
、
不
該
当
と
な
る
人

に
は
「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
不
該

当
通
知
書
」
が
そ
れ
ぞ
れ
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

年 金 生 活 者 支 援
給付金制度のご案内

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い

医療費が高額の場合は高額療養
費 制 度 を 活 用 し ま し ょ う

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い
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Library
町生涯学習センター図書室からの11月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

東京での暮らしに見切りをつけ、

亡き父の故郷である「ハヤブサ

地区」に移り住んだミステリ作

家の三馬太郎。地元の人の誘い

で消防団入りした太郎を、連続

放火事件が待ち受けていた。の

どかな集落に隠された真実とは

…。登場人物が魅力的で物語に

引き込まれ、中盤からの展開に

一気読みしてしまう読み応えの

あるミステリです。

集英社

小説

のどかな集落を舞台にした珠玉のミステリ
池井戸 潤著 /『ハヤブサ消防団』

「空想」を「現実」に変えよう！
小林 竜太著 /『ものづくりっておもしろい！おもちゃから乗り物まで』

愛着のある古着をぬいぐるみに！
金森 美也子著 /『古着で作るぬいぐるみ』

靴下で作るミーアキャット、手

袋で作るモグラ、ギャザーのあ

るワンピースなどで作るウサギ、

カーディガンで作るイヌ…。動

物ぬいぐるみ作家・金森美也子

さんが作る、古着やハギレを

使ったぬいぐるみの作り方を紹

介。ダメージのある古着の使い

方、ぬいぐるみパーツの取り方

なども掲載。手縫いで可愛いぬ

いぐるみが作れます。

産業編集センター

教養娯楽

ウンチの成分は何？なぜ大腸に

大部分の腸内細菌がいるの？な

ぜ NASA はオナラの研究をした

の？誰にも身近なウンチには知

らなかった科学的な真実がてん

こ盛り。ウンチの科学、体と健

康方面からの医学をやさしくわ

かりやすく解説しています。

知って得する面白い話が満載。

知的好奇心も大満足の１冊です。PHP 研究所

一般書

今まで知らなかった科学的な真実
佐巻 健男著 /『面白くて眠れなくなるウンチ学』

さあ、未来をつくろう！手をう

ごかし、ものをつくりつづけて、

「空想」を「現実」に変えよ

う！自動車メーカーで働くかた

わら、ロボットやモビリティを

作っている著者が、今まで作っ

てきたものを紹介しつつ、もの

づくりのおもしろさを伝えます。

読んだらワクワクしてきて、す

ぐになにか作りたくなるような

１冊です。

偕成社

９月15日（木）龍野小学校（大

江律子校長）の３年生19人が、

「町見学」の一環として、町役

場と町生涯

学 習 セ ン

ター図書室

の見学に訪

れました。

　書棚を見

学する時は、

ほとんどの

子どもが図

書室を訪れたことがあるため

か、好みの本がどの書棚にあ

るのか分かっており、次々に

手に取って楽しんでいました。

山﨑健琉君（下横田区）は「こ

の本が好きです。この本も、

この本も！」と、サッカーの

長友佑都選手、メッシ選手な

どの本を手にして、私に教え

てくれました。好きな本を見

つけた時の生き生きとした目

が印象的で、図書室職員として、

とても嬉しく思いました。

　見学の最後の絵本の読み聞か

せでは、「もりのかくれんぼう

がいいです」と子どもたちから

リクエストがあり、本に対する

興味・関心の高さを感じました。

これからもさらに本に親しんで

欲しいと思います。

　読書の秋です。町民の皆さん

もぜひ図書室においでください。

児童書

小屋敷 京子さん

〔町図書室職員〕

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなしの会

　図書室では、毎月第２木

曜日に「０歳児からのおは

なし会」を行っています。

絵本の読み聞かせや、手袋

人形、手遊びうたなど楽し

い内容です。子育て中の保

護者のみなさん、おじい

ちゃん、おばあちゃんも子

どもたちとお気軽にご参加

ください。

●日時

　午前10時30分〜

●会場

　図書室おはなしの部屋

▲龍野小の子どもたちに絵本の読み聞かせ
　をする町図書室職員の小屋敷京子さん

L
ib

ra
ry

 T
opic

s!
〜 Public Library News 〜

図書室のわだい

絵本の読み聞かせ　　　

龍野小児童が町図書室を見学
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■令 和 ４ 年 度「 上 益 城 地 区
　社会人権教育研究集会」が開催

　９月27日 ( 火 ) 御船町カルチャー
センターで「上益城地区社会人権教
育研究集会」が開催され、郡内の企
業関係者・教職員・住民・行政職員
などが参加しました。
　集会では、甲佐町が「基調提案」、
山都町が「山都町の取組み」につい
て特別報告を実施しました。その後、
啓発映画「私たち一人ひとりができ
ること」が上映されました。この映
画では、新型コロナウイルス感染症
が拡大する中、感染した人への誹

謗・中傷や、特定の職業につく人々
への不当な差別などの、「コロナ差
別」がなぜ生まれるのか、どう向き
合っていけば良いのかを学びました。
　また、講演会では、講師の鶴田憲
平さんが、「同和問題 ( 部落差別 )
を学び足し、学び直す。～焦眉の急
を要するもの～」と題し講演。人為
的につくりあげられた、現在も残る
部落差別について、歴史的な背景を
基に詳しく話されました。
　参加者からは「大変良い学びの機
会となりました。ポイントを押さえ
ていただき、部落差別は絶対許さな
い、許してはいけないと改めて思い

ました」や「この学びは今日参加さ
れている皆さんから、地域へ広げる
ことに意味があるように感じていま
す」などの感想がありました。

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
９
月
16
日
（
金
）
早
川
公
民

館
で
出
前
講
座
「
３
Ｂ
体
操
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
荒
牧
美
智
子
さ
ん
（
大
津

町
）
を
講
師
に
迎
え
、
早
川
区

民
７
人
が
３
Ｂ
体
操
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
３
Ｂ
体
操
は
、
ゴ
ム
製
の

ボ
ー
ル
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ

る
ベ
ル
、
伸
び
縮
み
す
る
ベ
ル

タ
ー
を
使
っ
て
行
う
有
酸
素
運

動
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
改
善
運
動

で
、
生
活
習
慣
病
や
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
寝
た

き
り
を
引
き
起
こ
す
運
動
器
の

病
気
）
の
予
防
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
誰
で
も
無
理
な
く
楽

し
み
な
が
ら
で
き
る
体
操
で
す
。

　
参
加
者
は
、
ベ
ル
タ
ー
を
使

い
な
が
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て

ゆ
っ
く
り
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
（
金
）
中
早
川
集

会
所
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
荒
瀬
病
院
の
益
田
遼
介
理
学

療
法
士
（
熊
本
市
）
と
町
福
祉

課
の
内
村
渓
一
郎
保
健
師
を
講

師
に
迎
え
、
中
早
川
区
民
11
人

が
介
護
予
防
や
介
護
保
険
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
内
村
さ
ん
は
「
要
介
護
状
態

の
前
段
階
で
あ
る
フ
レ
イ
ル
の

段
階
で
早
め
に
対
処
す
れ
ば
健

康
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」
と
説
明
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
益
田
さ
ん
の
指
導
の

下
、
介
護
予
防
に
効
果
の
あ
る

運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
益
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が
運

動
を
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
健

康
だ
け
で
な
く
自
分
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」
と
日
頃
か
ら
の
運
動
の
大

切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

３
Ｂ
体
操
で
健
康
づ
く
り

町
公
民
館
出
前
講
座

介
護
予
防
を
学
ぶ

町
公
民
館
出
前
講
座

▲益田さんの指導の下、ストレッ

チを行う参加者の皆さん

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲荒巻さんの指導の下、３B 体

操を行う参加者の皆さん

▲

町公民館自主講座開設のご案内

「きれいに名前を書く講座」の
受講生を募集します

　今回、新たに町公民館自主講座

「きれいに名前を書く講座」を開

設します。

　普段から書く機会の多い「名

前」の練習に、楽しく取り組める

初心者向けの内容となっています

ので、皆さんぜひご参加ください。

　受講希望の人は、町教育委員会

公民館事務局までご連絡ください。

●講座日時

　毎月第４金曜日　14時〜16時

●開催場所

　町生涯学習センター・視聴覚室

●定員

　15人

●講師

　北里洋一

◀
同
和
問
題
に
つ
い
て
講

　

演
す
る
鶴
田
憲
平
さ
ん
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❖
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
長
い

　

子
育
て
期
間
が
必
要
で
す

　
妊
娠
期
の
母
親
は
、
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
気
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
大
切
な
命
を
迎
え
る
た
め
、

か
ら
だ
の
準
備
と
と
も
に
母
親
と
し
て

の
心
の
準
備
も
整
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。
う
れ
し
さ
と
期
待
と
、
不
安
も
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
が
交
錯
す

る
の
は
、
誰
も
が
経
験
す
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
子
育
て
に
取
り
組
む
お
母

さ
ん
た
ち
に
知
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
ま

と
め
ま
し
た
。

●
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
の
特
徴

　
人
間
の
子
育
て
の
特
徴
の
１
つ
に
他

の
動
物
と
比
べ
て
子
ど
も
時
代
が
長
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
数
分
か
ら
数
時
間
で
立
ち
上
が
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん

は
、
生
ま
れ
て
か
ら
３
〜
４
カ
月
は
寝

返
り
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
で
食
事

や
排
せ
つ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
は
、
５
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

●
脳
を
発
達
に
は
長
い
時
間
が
必
要

　
脳
の
発
達
で
は
、
サ
ル
は
70
㌫
の
成

長
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
約
６
カ
月
で
成

長
が
終
了
し
ま
す
。
人
間
は
23
㌫
の
成

長
で
生
ま
れ
、
生
後
３
カ
月
で
３
倍
に
、

そ
の
後
ゆ
っ
く
り
と
成
長
を
続
け
、
20

歳
で
大
部
分
の
脳
の
発
達
が
完
了
し
ま

す
。
人
間
は
、
二
足
歩
行
を
選
択
し
た

こ
と
か
ら
産
道
が
狭
く
な
り
、
か
ら
だ

は
未
熟
な
ま
ま
、
一
番
直
径
が
大
き
い

頭
が
通
過
で
き
る
よ
う
な
お
産
に
な
り
、

そ
の
後
時
間
を
か
け
て
脳
を
発
達
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
環
境
に
も
適
応
で

き
、
道
具
や
言
葉
を
進
化
さ
せ
、
集
団

で
生
活
す
る
た
め
不
可
欠
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
発
達
さ
せ
ま
し
た
。

　
脳
を
発
達
さ
せ
社
会
的
に
も
進
化
し

た
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、
長
い
子
育

て
の
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

❖
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
を
支
え
て

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
よ
そ
２
８
０
日
間

お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
に
い
ま
す
。

そ
の
間
に
、
受
精
し
て
間
も
な
く
は
顕

微
鏡
で
な
け
れ
ば
見
え
な
か
っ
た
受
精

卵
が
、
３
㌔
㌘
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
に
ま

で
育
つ
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
ね
。
し

か
し
そ
れ
は
、
生
き
て
い
く
、
成
長
し

て
い
く
た
め
の
完
全
な
環
境
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
で
き
た
こ
と
で
す
。

●
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

　
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
必

要
な
栄
養
は
母
親
か
ら
絶
え
間
な
く
与

え
ら
れ
、
温
度
は
38
度
く
ら
い
に
保
た

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
羊
水
の
中
は
無

菌
状
態
で
す
か
ら
感
染
症
か
ら
も
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
は
母
親
の
栄
養
で
育
つ

　
妊
娠
期
の
高
血
圧
や
高
血
糖
状
態
な

ど
は
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
や
お
母
さ
ん
の

体
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
わ
り
が
ひ
ど
く
て
食
事
が
入
ら
な
い

場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
や
１
０
０
㌫

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
活
用
さ
れ
て
も
い
い

で
す
が
、
つ
わ
り
を
乗
り
越
え
た
ら
、

卵
や
魚
・
お
肉
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
、

緑
の
野
菜
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
類
を
積
極

的
に
摂
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら

環
境
が
一
変
し
ま
す
。
産
声
の
第
一
声

で
肺
呼
吸
が
始
ま
り
、
常
に
供
給
さ
れ

て
い
た
栄
養
は
２
〜
３
時
間
お
き
の
授

乳
で
、
泣
い
て
要
求
し
な
け
れ
ば
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
羊
水
の
中
か
ら
空
気
中
に

出
て
き
た
の
で
肌
は
乾
燥
し
が
ち
、
周

囲
の
温
度
も
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
出
生
か
ら
数
カ
月
は
胎
児
期
に
授

か
っ
た
免
疫
が
あ
る
も
の
の
、
感
染
症

の
危
険
に
も
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
母
乳
ま
た
は
ミ
ル
ク
を
あ
げ
、
赤

ち
ゃ
ん
を
清
潔
に
保
ち
保
湿
の
た
め
の

ス
キ
ン
ケ
ア
を
し
て
、
室
温
に
も
気
を

配
り
、
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
予
防
接

種
に
連
れ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
手
は
掛
か
り
ま
す
が
、
赤

ち
ゃ
ん
の
育
ち
を
支
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

赤ちゃん の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

町健康推進課では、保健師・管理

栄養士が家庭訪問や乳幼児健診、

予防接種などで子育てのサポート

を行っています。妊娠期の栄養や

出産後の離乳食、子どもさんの成

長発達などのご相談がありました

ら、お気軽にご利用ください。

遠山　真理 保健師

子
育
て
す
る
お
母
さ
ん
に

知

っ

て

欲

し

い

こ

と
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
11月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113
●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

※予定が変更になる場合があります。

11・12月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　11月17日（木）　午前９時

　　12月15日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　11月17日（木）　午前10時

　　12月15日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　12月２日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　11月８日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　12月16日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　11月８日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（水） 身体測定（身長・体重）

４日（金） くだものいっぱい

７日（月） お絵かき

９日（水） お散歩

11日（金） レゴブロック遊び

14日（月） パズル遊び

16日（水） おやつ作り（要予約）

18日（金） 製作（クリスマス）

21日（月） 絵合わせ遊び

25日（金） 小麦粉粘土遊び

28日（月） 大きな風船遊び

30日（水） ままごと遊び

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

宮本 真
ま こ

心 ちゃん（１歳）

父・鎭哲 さん　母・沙紀 さん

　（芝原区）

 　　じいじ Love ！！

　

宮本 結
ゆうしん

心 くん（２歳）

 父・鎭哲 さん　母・沙紀 さん

　（芝原区）

　　お兄ちゃんになったよ〜！

　

宮本 結
ゆ の

乃 ちゃん（４歳）

 父・鎭哲さん　母・沙紀 さん

　（芝原区）

　　じいじ、ばあば

　　　　　いっぱいあそんでね☆
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　今回は、トレーニング中・上級者

向けの運動「ワンレッグヒップリフ

ト」を紹介します。

　この運動は、お尻回りの筋肉が鍛

えられ、ヒップアップやウエストの

引き締め、

腰痛予防に

効果的なト

レーニング

です。

■トレーニ

ングの手順

①仰向けに

なり両膝を

立ててください。

②お尻にお札を挟むイメージで力を

入れ、片方の足を伸ばし、立ててい

る足と平行になるまで上げてくださ

い。

③息を吸って吐きながら、お尻を持

ち上げてください。

④息を吸いながらゆっくりと足を下

げてください。

■トレーニングのポイント

・膝から肩までをまっすぐにし、姿

　勢をキープしましょう。

・伸ばしている足は、平行に保って

　ください。

江川 昇余さん

〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲膝から肩までを一直線にすることを意

識しましょう。

「ワンレッグヒップリフト」

Town Development
こうさのまちづくり（甲佐町まちづくり協議会）

■
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

　

を
目
指
し
て

　（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝

祐
輔
代
表
）
で
は
、
、
２
０
１

８
年
４
月
の
設
立
以
来
、
甲
佐

町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
一
員

と
し
て
、
交
流
人
口
増
加
に
よ

る
地
域
経
済
の
循
環
を
通
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
が
ス
タ
ー
ト

　（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト
が
運
営

す
る
、
井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施

設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ｅ
」
で
は
、
今
年
の
７
月
か
ら

土
・
日
・
祝
日
限
定
で
テ
ン
ト

サ
ウ
ナ
の
レ
ン
タ
ル
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
当
施
設
の
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
で

は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
で
熱
し
た
石

に
水
を
か
け
て
蒸
発
さ
せ
、
体

感
温
度
を
上
げ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
サ
ウ
ナ
入
浴
法
「
ロ
ウ

リ
ュ
ウ
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た
、
日
本
茶
専
門
店
の

「G
re

e
n
te

a
.L

a
b

」（
益
城
町
）

が
独
自
配
合
し
た

ロ
ウ
リ
ュ
ウ
専
用

の
茶
葉
が
３
種
類

使
用
で
き
、
カ
モ

ミ
ー
ル
ほ
う
じ
茶

に
は
宮
内
産
山
椒

が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
し
か
体

験
で
き
な
い
お
茶

の
香
り
を
全
身
で

堪
能
し
て
、
里
山

の
風
や
緑
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
感
じ
、

心
も
身
体
も
「
と

と
の
う
」
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲自然に囲まれた井戸江峡でロウリュウを体験できる土・日・祝

日限定のテントサウナ

お

茶

の

香

り

で

癒

さ

れ

る

テ

ン

ト

サ

ウ

ナ町内外から多くの人が訪れる場所に

（一社）パレット

東 祐輝 さん

　豊かな自然に囲まれ

た非日常空間で、唯一

無二の「ととのう」体

験を味わっていただき

たいと思っています。

ここでしか体験できな

いテントサウナを通じ

て、多くの人が訪れる

キャンプ場をこれから

も作っていきたいです。

家 で 出 来 る お 尻 の 引 き 締 め
ト レ ー ニ ン グ ！

●お問い合わせ先

・ＣＯＭＭＯＮ ＩＤＯＥ

　 TEL096-282-8591

・（一社）パレット

　 Mail palette.kosa@gmail.com
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Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【11月】

日 月 火 水 木 金 土

10/30

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

10/31

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

１
 

 行政区配達 

 （町総務課）

２

 甲佐町ナイトハイク

 （町社会教育課）

３

 甲佐町功労者表彰式

 （町総務課）

４ ５

６

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

 町駅伝大会

 （町社会教育課）

７

 法律・人権・
 行政相談

 （町民センター）

８

 １歳６か月児健診
 ３歳児健診

 （町総合保健福祉センター）

９

 秋の全国火災予防運動
 （〜11/15)

10

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

11

 幼年消防クラブ
 防火パレード

 （町総務課）

12

 甲佐町消防団
 非常呼集訓練

 （町総務課）

13

 【日曜当番医】

 小屋迫医院

 産業文化祭

 （町農政課）

 防火啓発パレード

 （町総務課）

14

 

15

 行政区配達 

 （町総務課）

16

 認知症についての
 相談会と家族のつどい

 （町福祉課）

17

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

18 19

 

20

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 甲佐町総合防災訓練

 （町総務課）

21

 心配ごと相談

 （町民センター）

22

 

 

23

 

24

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

25

 

26

27

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

28

 口座振替日

 （町税務課）

29 30

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

12/1

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 行政区配達 

 （町総務課）

12/2

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

12/3

 

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細は、町公式ウェブサイトなどをご確認ください。
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11
November 2022

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

設

置

事

業

費

補

助

　
町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
有

効
な
手
段
で
あ
る
「
電
気
柵
・
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
」
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
農

政
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

　
甲
佐
町
内
に
農
地
を
有
す
る
者

で
、
３
戸
以
上
に
よ
る
共
同
の
取

り
組
み
を
行
う
者
。
か
つ
、
町
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
者
（
世
帯
員

も
含
む
）

▼
補
助
対
象
経
費

　
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
に
か
か
る
経
費
の
一
部

※
自
力
施
工
に
よ
る
も
の
と
し
、

　
施
工
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限

　
11
月
30
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　（
内
線
１
５
６
）

農

業

者

年

金

に

加

入

し

ま

せ

ん

か

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
に
従
事

す
る
人
が
加
入
で
き
る
年
金
制
度

で
す
。

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式

（
確
定
拠
出
型
）
」
の
年
金
で
、
保

険
料
は
自
由
に
選
べ
、
い
つ
で
も

見
直
し
で
き
ま
す
。
ま
た
、
支

払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
対
象
者

　
20
〜
59
歳
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
ま
た
は
60
〜

64
歳
の
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人

▼
保
険
料
の
国
庫
補
助

　
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
人
や
、
申
告
者
と
家
族
経

営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継

者
な
ど
要
件
を
満
た
す
人
は
、
保

険
料
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　（
内
線
１
５
３
）

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　
児
童
虐
待
に
は
、
な
ぐ
る
・
蹴

る
と
い
っ
た
身
体
的
虐
待
、
子
ど

も
へ
の
性
的
行
為
な
ど
の
性
的
虐

待
、
乳
幼
児
を
残
し
て
外
出
す
る

な
ど
の
ネ
グ
レ
ク
ト
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う
な
ど
の
心
理
的
虐
待
が
あ

り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
、
泣
き
止
ま
な
い

と
、
い
ら
い
ら
し
て
し
ま
う
こ
と

は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
と
、
頭
に
損
傷
を
受
け
、
重

い
障
が
い
が
残
っ
た
り
、
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
時

は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
町
の
窓
口
へ
連

絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
９
）

・
町
健
康
推
進
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
県
中
央
児
童
相
談
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
４
５
１

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

　
イ
ヤ
ル

　
TEL
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

11月６日 谷 田 病 院 096-234-1248

11月13日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

11月20日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

11月27日 谷 田 病 院 096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（９月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ２件

差 し 押 さ え 件 数 ５件

公 売 回 数 ０件

公 売 件 数 ０件

滞 納 処 分 関 連 収 入 124,690円

tax

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式ウェブ

サイトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　  lg.jp/
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山
火
事
に
ご
用
心
！

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
空
気
が
乾

燥
し
、
森
林
内
の
落
葉
な
ど
が
燃

え
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

　
山
火
事
の
原
因
の
多
く
が
、
人

の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
扱
い
の

不
注
意
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
森
林
の
大
切
さ
を
認
識

し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
森
林
保
全
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
０

11
月
９
日
（
水
）
～
15
日
（
火
）

全
国
火
災
予
防
運
動

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

11
月
９
日
（
水
）
〜
15
日
（
火
）

の
期
間
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
本
部

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

飼

い

犬

に

は

狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
回
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
令
和
４
年
度
秋
季
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま

す
。
本
町
で
飼
い
主
登
録
さ
れ
て

い
る
人
に
は
、
問
診
票
を
個
別
に

発
送
し
て
い
ま
す
の
で
記
入
し
て

問
診
表
を
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

町
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
で
申
請
を

行
う
か
、
注
射
当
日
に
会
場
で
登

録
を
済
ま
せ
、
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
会
場
で
は
、
感
染
症
対
策
の

た
め
の
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
集
合
注
射
が
難
し
い
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
町
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る

か
、
町
環
境
衛
生
課
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
保
健
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　
町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

９月 年累計

人身事故 １ 12

物損事故 ９ 114

盗難など ０ ７

９月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （０）

原 野 ８ （１）

そ の 他 12 （３）

合計件数 21 （４）

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

少し前まで普通に存在してい

たものが今では、ほとんど見かけ

なくなったと感じることがありま

せんか。

それに拍車をかけたのが、６

年前の「熊本地震」だったのでは

ないでしょうか。震災で各家庭で

眠っていたものが、この機に処分

されたのではないかと推察されま

す。本当に残念に思いますが、仕

方のないことでもあります。

そんな中でも、先輩の文化財

保護委員の人たちが長年にわたり

採集されたり、町民の皆さんから

寄贈してもらったさまざまな民具

の数は、約300余点にのぼります。

以前は仁田子区に保管・展示され

ていましたが、地震や雨漏り、建

物の老朽化により、現在は宮内地

区社会教育センター内の甲佐町民

俗資料館に移転しています。

この移転を機に「甲佐民具を

学ぶ会」として、熊本県博物館ネッ

トワークセンターのご協力を得な

がら、少しずつ民具の整理をはじ

めています。

皆さんから寄贈された民具は

多岐にわたっています。「教育・

交易・交通・諸職・手工芸・養蚕・

畜産・農業・住・食・娯楽・衣・

漁労・製塩」など、甲佐町のあら

ゆる生活で使用されたものです。

「甲佐民具を学ぶ会」への参加

に興味のある人は、町社会教育課

までお問い合わせください。

甲佐町の文化財探訪　〜第 110 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「甲佐民具を学ぶ会」石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 208,090 ▲16,260 2,460

資 源 ご み 20,720 ▲4,240 ▲10,430

粗 大 ご み 3,670 ▲700 ▲2,140

合 計 232,480 ▲21,200 ▲10,110

※単位・㌔ 

▶
甲
佐
町
民
俗
資
料
館
で
展
示
し

　
て
い
る
民
具
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Monthly Information

ｉ

お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
知
事
か
ら
委

託
を
受
け
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
会
場
や
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第

　
１
類
〜
第
６
類
）

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日
時

　
令
和
５
年
２
月
19
日
（
日
）

▼
受
験
地

　
熊
本
市

▼
申
請
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
12
月
15
日
（
木
）
〜
22
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　
12
月
12
日
（
月
）
〜
19
日
（
月
）

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　 
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

　
タ
ー
熊
本
県
支
部
（
熊
本
市
中

　
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11
番
４
号
）

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

農
業
経
営
の
継
承
を

支

援

し

ま

す

　
県
で
は
、
農
業
を
継
続
し
て
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
「
く
ま
も
と
農
業

経
営
継
承
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
て
、
農
業
経
営
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　「
農
業
を
や
め
る
け
ど
後
継
者
が

い
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
で
お
悩
み

の
人
や
「
こ
れ
か
ら
経
営
を
引
き
継

い
で
農
業
を
始
め
た
い
」
と
い
っ
た

人
に
、
継
承
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
政
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　（
内
線
１
５
４
）

ｒ

募
集

陸
上
教
室
参
加
者
を

募

集

し

ま

す

　
町
で
は
、
町
内
小
中
学
生
向
け

に
陸
上
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
講

師
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

経
験
の
あ
る
田
中
希
実
選
手
で
す
。

▼
日
時

　
12
月
４
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　
甲
佐
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
体
育
館
で
開
催

▼
募
集
対
象
者

　
町
内
在
学
中
の
小
学
４
年
生
〜

中
学
３
年
生

▼
申
込
期
限

　
11
月
11
日
（
金
）

▼
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　（
内
線
３
２
３
）

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツ＆カルチャークラブ」

11月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール

　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室

　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時30分

●ノルディックウォーキングスクール

　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール

　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室

　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月〜金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先

　　町教育委員会社会教育課

　　 TEL 096-234-2447（内線325）

トランポリンスクール

参加者の皆さん

合格バッジもらったよ〜！

第47回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会が３年ぶりに開催されます
Information

　12月４日（日）熊本甲佐10マイル
公認ロードレース大会が３年ぶりに
開催されます。
　同レースは有力実業団からトップ
ランナーが多数出場する日本有数の
10マイルレースで、冬の甲佐を舞台
に競技者たちがデッドヒートを繰り
広げます。
　沿道で応援する際はマスクの着用
などの感染対策をお願いします。
　大会情報につい
ては、随時更新し
ますので、町公式
ウェブサイトをご
覧ください。

■種目（スタート時間）
・ 中学生男子５㌔の部（午前10時35分）
・ 中学生女子５㌔の部（午前10時37分）
・国際競技者、一般競技者10マイル
　の部（午前11時20分）
・ 高校男子10㌔の部（午前11時25分）

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　
を
チ
ェ
ッ
ク
！
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令
和
４
年
度
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
者

▼
受
付
期
限

　
令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）

▼
一
次
試
験
日

　
令
和
５
年
１
月
14
日
（
土
）
〜

15
日
（
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宇
城
募
集
案
内
所

　
TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

私
が
好
き
な
か
み
ま
し
き

写

真

と

一

言

募

集

　
上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

で
は
、
上
益
城
地
域
の
認
知
度
向

上
と
上
益
城
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

よ
る
「
＃
私
が
好
き
な
〝
か
み
ま

し
き
〟
写
真
と
一
言
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
＃
み
ん
な
に
教
え

た
い
上
益
城
」
ま
た
は
「
＃
未
来

に
残
し
た
い
上
益
城
」。
グ
ラ
ン

プ
リ
に
は
、
５
万
円
相
当
の
商
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
同
協

議
会
の
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
期
間

　
10
月
22
日
（
土
）
〜
令
和
５
年

１
月
10
日
（
火
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

　
上
益
城
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
事
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
２
４
５
‐
７
７
２
８

ｃ

く
ら
し
安
全

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な

く

す

運

動

　「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
が
11
月
12
日
（
土
）
か

ら
11
月
25
日
（
金
）
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
女
性
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
を
広
く
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、
被
害
者
に

対
し
て
「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
取
り

組
み
で
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～11月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

●水彩画作品展示

　水彩画クラブ「こうさ水彩」の会
員作品を展示します。
▶期　間　11 月２日（水）～中旬
▶主　催　「こうさ水彩」の会

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐応援寄附金

　■お問い合わせ先
　　町地域振興課
　　 TEL  096-234-1154（内線232）

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・古家野雄紀様　　愛知県
・神笠　真一様　　広島県
・木庭　哲康様　　熊本市
・依田建二郎様　　神奈川県
・加藤　孝治様　　埼玉県
・笠置　宏輔様　　栃木県
・岩田　高明様　　神奈川県
・高木　亮　様　　兵庫県
・田上　尚寛様　　玉名市
・藤田　寛之様　　愛媛県
・南　　和弘様　　大阪府
・山口めぐみ様　　三重県
・渡辺　孝則様　　東京都
・冨澤　文秀様　　東京都
・宮城　朗　様　　沖縄県
・園田　進也様　　福岡県
・近藤　収平様　　兵庫県
・森　　聡史様　　熊本市
・石川　貴男様　　埼玉県
・川﨑　良太様　　岐阜県
・大川　博之様　　神奈川県
・萩野　翔　様　　茨城県
・片山　雄貴様　　滋賀県
・髙田　拓実様　　福岡県
・阿久津智之様　　愛知県
・石橋　弘次様　　福岡県
・郷右近隆也様　　東京都
・猪岡ゆきの様　　東京都
・奥野　直樹様　　東京都
　　　　　　　　　　ほか多数

▶令和４年度寄附金額合計
    ２億6025万円（９月30日現在）

「ふるさと甲佐応援寄附金」に
ご協力いただき、ありがとう
ございます。氏名掲載に同意
いただいた寄附者の皆さんを
一部ご紹介します。

▶町公式ウェブサイト
　「ふるさと納税」ページ
　　　https://www.town.kosa.lg.  
　　　jp/q/aview/136/233.html

URL

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

 「ボシドラ焼き」
こうさんもんNo.04

▶池田製菓店   　
　　　  TEL  096-234-0118

●乙女小児童の作品展示

　乙女小３年生が描いた「緑川のす
てきな生き物たち」を展示します。
▶期　間　11 月 17 日（木）～ 30 日（水）
▶主　催　乙女小学校

美 里 町 からの お 知 ら せ「甲佐×美里」情報定期便

　「恋人の聖地 とくナビ」
に登録すると、美里町の店
舗などで特典を受けること
ができます。さらに、令和
５年３月 10 日までに登録
した人の中から抽選で、美
里町内の施設の利用券など
が当たります。ぜひ奮って
ご登録ください。
　登録は右の二次元コード
を読み取るか、misatocho@
s.bmb.jp に空メールをお送
りください。

とくナビ ラッキープレゼント
恋人の聖地― Lovers Sanctuary ―

▲登録はこちら　
　から！

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

　
を
チ
ェ
ッ
ク
！

■お問い合わせ先　
　美里町役場 林務観光課　 TEL 0964‐47‐1112
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キンモクセイ

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

残
暑
の
日
々
の
続
き
し
庭
暮
れ
て
虫
の
音
色
に
し

ば
し
安
ら
ぐ�

吉
永
由
紀
子

コ
ロ
ナ
禍
も
末
の
妹
た
く
ま
し
く
心
配
い
ら
ぬ
生

き
て
は
い
け
る�

内
田
乃
武
子

「
お
は
よ
う
」
と
さ
わ
や
か
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
今

日
も
楽
し
く
サ
テ
ラ
イ
ト
に
て�

池
田
キ
ヨ
子

玄
関
に
毎
朝
猫
の
ミ
ヤ
ー
と
い
う
吾
も
お
は
よ
う

猫
語
分
か
ら
ず�

赤
星　

文
子

月
替
わ
り
今
年
も
残
り
三
月
な
り
悔
な
き
年
を
送

り
し
か
問
う�

緒
方　

明
美

夫つ
ま

眠
る
奥お

く

つ

き

津
城
遠
く
丘
の
上
あ
た
り
を
廻
り
彼
岸

花
咲
く�

塚
原　

暁
益

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

お
ち
こ
ん
で

　

仏

壇

の

前

一

時

間

�

広
田
み
ど
り

お
ち
こ
ん
で

　

又
ゲ
ー
ム
機
に
八
つ
当
た
り�

下
山　

千
恵

お
ち
こ
ん
で

　

泣

き

泣

き

帰

る

通

学

路

�

志
垣　
　

光

お
ち
こ
ん
で

　

だ
ん
だ
ん
惚
け
る
ど
う
す
る
の�

佐
藤　
　

葵

お
ち
こ
ん
で

　

昔

み

た

い

に

出

歩

か

ん

�

平
井
や
よ
い

お
ち
こ
ん
で

　

そ

る

が

認

知

の

走

り

ば

い�

長
原　

産
賀

お
ち
こ
ん
で

　

魔

法

の

言

葉

も

う

出

ら

ん�

光
永　
　

六

お
ち
こ
ん
で

　

と

ぼ

と

ぼ

帰

る

支

度

部

屋�

井
元
あ
ざ
み

お
ち
こ
ん
で

　

足

首

折

れ

た

落

し

穴

�

日
高　

美
里

お
ち
こ
ん
で

　

今

年

も

猪し

し

に

荒

さ

れ

た

�

上
田　

梅
清

お
ち
こ
ん
で

　

お
れ
お
れ
詐
欺
に
騙
さ
れ
た�

中
村　

南
幸

お
ち
こ
ん
で

　

ず

う

っ

と

化

粧

忘

れ

と

る�

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

霜
月 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,932 ▲13

女 5,366 ４

計 10,298 ▲９

世帯数 4,428 ０

令和４年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

　住　所　　 氏　名　    年齢　世帯主

岩　下　加來　親喜　84　節　子

田　口　松坂　昭之　94　　亨　

南三箇　本田　和　　64　浩　一

緑　町　稲葉　和親　58　和　親

中横田　田上　俊文　62　順　子

豊　内　嶋津タツコ　94　タツコ

上早川　冨田タカエ　101　タカエ

　　　　　　　　　　　ほか３人

９月11日（日）〜10月10日（月）届出

作り方

①レンコンの皮をむき、３㍉位

の薄切りにして、アク抜き用

の酢を加えた水に５分ほどさ

らします。

②水にさらしたレンコンをザル

にあげて水を切ります。

③唐辛子の種を取り、２㍉位の

小口切りにしておきます。

④調味用合わせ酢の調味料を全

て混ぜ合わせておきます。

⑤フライパンにサラダ油を入れ、

②のレンコンを強火で１〜２

分ほど炒めた後、調味用合わ

せ酢を加え、水気がなくなり

とろみが出てくるまで炒めた

ら出来上がりです。焦がさな

いよう注意してください。

※歯ごたえがポイントです。火

を通し過ぎないようにしま

しょう。

※お節料理にも役立つ１品です。

レンコンなます

ご存じですか？

材　　料（４人分）

レンコン　……  200㌘〜250㌘
酢（アク抜き用）　…　大さじ２
サラダ油　…………　大さじ１

【調味用合わせ酢】
酢　…………………　大さじ５
砂糖　………………　大さじ４
塩　…………… 　小さじ１/ ３
酒　…………………　大さじ２
唐辛子　……………　１〜２本

　　　レンコンにはたっぷりの

ビタミン C やカリウム、食物

繊維などの栄養が含まれており、

身体の酸化の緩和や腸内環境を

整えたり、体内の余分なナトリ

ウムを尿と一緒に排出するなど、

体にとても大切な役目と働きが

あるってご存知ですか？

　これからの季節、インフルエ

ンザや新型コロナから身を守る

ためにはビタミン C の摂取が

有効的です。レンコンなますを

食べて、免疫力を高め、感染症

が広がりやすい寒い冬を乗り切

りましょう。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 　　　氏　名　　 性別　保護者

豊　内　福島　梨
り あ ん

杏　女　　竜　

横　田　柴尾　六
り っ か

花　女　佳　奈

豊　内　栄角　陽
は る き

耀　男　良　真

　　　　　　　　　　　ほか４件

	 住　所	 氏　名	

　　夫　上早川　黒田　勝

　　妻　宮崎県　田﨑美奈子

　　　　　　　　　　　ほか１組

［

　

今
月
号
で
は
、
町
内
小
学
校
運
動

会
の
様
子
を
特
集
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
す
、
元
気
な
児

童
の
頑
張
り
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
思
い
出
す
の
は
、
母
が
作
っ

た
お
弁
当
を
食
べ
、
い
つ
も
は
持
参

で
き
な
い
お
菓
子
を
友
達
と
交
換
し

て
い
た
楽
し
い
昼
休
み
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
弁
当
な
く
、
昼
で
終
わ
る
の

は
少
し
寂
し
く
思
い
ま
す
。
来
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な

い
運
動
会
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

運
動
会
で
撮
っ
た
写
真
は
１
千
枚

越
え
。
こ
れ
ほ
ど
撮
っ
た
の
は
初
め

て
で
し
た
（
撮
れ
高
は
さ
て
お
き
）。

動
い
て
い
る
場
面
や
い
い
表
情
を
そ

の
一
瞬
で
撮
る
こ
と
は
や
は
り
難
し

い
。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
必
要
だ
と
感

じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
取
材
協
力
、
写
真
を
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
各
小
学
校
の
先
生

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
志
）
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「
生
ま
れ
育
っ
た
自
然
豊
か
な

ふ
る
さ
と
を
お
も
し
ろ
い
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
自
慢
で

き
る
よ
う
な
ま
ち
を
作
っ
て
い
け

れ
ば
」
と
話
す
の
は
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
（
一
社
）
パ
レ
ッ
ト

の
米
原
賢
一
さ
ん
（
岩
下
二
区
）。

　

広
告
の
仕
事
に
10
年
以
上
携

わ
っ
て
い
た
米
原
さ
ん
が
ふ
る
さ

と
甲
佐
に
戻
っ
た
の
は
５
年
前
。

離
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
分
か
る
甲

佐
町
の
魅
力
を
町
内
外
の
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
芽

生
え
て
き
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

　

「
少
年
期
を
一
緒
に
過
ご
し
た

仲
間
た
ち
が
甲
佐
蚤
の
市
な
ど
の

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
ま
ち
の
雰
囲
気
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
時
だ
っ
た
の
で
、
帰
郷

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
ね
」
と
話
す
。
そ
し
て
平

成
30
年
春
、
家
業
の
合
間
を
縫
っ

て
同
じ
志
を
持
っ
た
新
た
な
仲
間

と
共
に
ま
ち
づ
く
り
団
体
（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
を
設
立
。
米
原
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
こ
の
ま
ち
で
子
ど
も
を
育
て

た
い
、
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
ひ
と
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

　

米
原
さ
ん
た
ち
が
主
体
と
な
っ

て
令
和
２
年
秋
に
開
業
し
た
古
民

家
ホ
テ
ル
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
こ

れ
を
皮
切
り
に
井
戸
江
峡
で
の
マ

ル
シ
ェ
を
は
じ
め
と
し
た
滞
在
の

呼
び
水
と
な
る
試
み
を
次
々
に
企

画
。
地
元
の
人
や
企
業
と
連
携
し

な
が
ら
、
甲
佐
の
文
化
・
暮
ら
し

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
き
た
。

　

「
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
蚤
の
市

に
は
、
実
行
委
員
長
と
し
て
関
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
町
に
60
年
以
上

無
か
っ
た
宿
泊
施
設
の
誕
生
に

よ
っ
て
、
新
た
な
人
の
流
れ
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
多
く
の
人
に
甲
佐
町
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

　

新
た
な
挑
戦
、
お
も
し
ろ
い
取

り
組
み
を
す
る
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
賛
同
・
応
援
し
て
く
れ
る
の

で
心
強
い
と
い
う
米
原
さ
ん
は

「
ま
だ
私
た
ち
の
活
動
は
道
半
ば
。

仲
間
た
ち
と
共
に
活
気
あ
る
甲
佐

町
を
10
年
先
、
20
年
先
に
つ
な
い

で
い
け
れ
ば
」
と
明
る
い
未
来
の

実
現
の
た
め
に
歩
み
続
け
る
。
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こうさ広 報

活

気

あ

る

ふ

る

さ

と

を

未

来

に

つ

な

ぐ

た

め

に

Kosa
Style
こうさ スタイル

よねはら けんいち /（一社）

パレット理事。甲佐の観光資源

であるやな場や井戸江峡交流拠

点施設などの運営に携わり、訪

れる人と地域をつなぐ。

米原 賢一さん
Yonehara Kenichi

〔岩下二区〕


